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今
月

の
題

字

今
月

の
題

字
は

　
“東

通
中

学
校

　
２

年
生

　
南 み
な

み
か

わ

川
　
天 て

ん花
か

さ
ん

”の
作

品
で

す
。

『V
illa

g
e
 E

v
e
n
t ～

村
の

で
き

ご
と

～
』
が

紙
面

後
半

に
移

動
し

ま
し

た
。

五穀豊穣・家内安全を祈り 五穀豊穣・家内安全を祈り

  田植えもちつき踊り 田植えもちつき踊り

((老部婦人会 老部婦人会))
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１
月
８
日
、
東
通

中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
当
村
で
対
象

と
な
る
54
名

（男
30

名
、
女
24
名
）
の
う

ち
35
名
が
出
席
し
、

辛
令
和
６
年
東
通
村

二
十
歳
の
集
い
進
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
畑
中
稔

朗
村
長
が
、
二
十
歳

を
迎
え
た
皆
さ
ん
へ

の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓
を
代

表
し
て
川
端
一
松
村

議
会
議
長
か
ら
は
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
、
真

剣
な
面
持
ち
で
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
十
歳

の
皆
さ
ん
を
代
表
し

て
、
南
谷
紅
葉

（く

れ
は
）
さ
ん

（尻
屋

出
身
）
へ
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、

東
田　

伯

（は
く
）
さ

ん

（白
糠
出
身
）
が
、

『誓
い
の
こ
と
ば
』
を

述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
、
記
念
行

事
と
し
て
、
小
田
野

沢
婦
人
会
の
皆
さ
ん

が
田
植
え
も
ち
つ
き

踊
り
を
披
露
し
、
祝

福
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
思
い
出

に
残
る
日
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
、

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設

置
し
、
親
子
や
友
人

と
撮
影
を
し
た
り
、

将
来
の
夢
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
生
に
一
度
し
か

な
い
日
を
迎
え
た
皆

さ
ん
。

新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
を
実
現
し
、

自
立
し
た
社
会
人
と

し
て
更
に
ご
活
躍
さ

れ
る
よ
う
期
待
い
た

し
ま
す
。

新たな決意を胸に　～ 令和６年東通村二十歳の集い ～新たな決意を胸に　～ 令和６年東通村二十歳の集い ～新たな決意を胸に　～ 令和６年東通村二十歳の集い ～新たな決意を胸に　～ 令和６年東通村二十歳の集い ～

二
十
歳
を
迎
え
新
た
な
決
意

二
十
歳
を
迎
え
新
た
な
決
意

世界の若者が、 私たちのふ

るさと地球の未来を考える主体

となろうとしています。 その真

っただ中にいるのが皆さんです。

たくさんの刺激を受け止め、

語り、 学び、 働き、 つながり

あい、 未来の社会を作り上げ

る主体 ・ 主役へと大きく成長し

ていただきたいと願っています。

私たちは 「二十歳」 という

大きな節目を迎えましたが、 社

会人としてはまだまだ未熟です。

おかれている立場は違いま

すが、 それぞれが自身の目標

に向けて一歩一歩、 歩み続け

ている最中です。 これからも

人との関わりを大切にし、 自分

も誰かの支えになれるよう、

日々精進してまいります。

東通村長東通村長

畑中　稔朗畑中　稔朗

「誓いのことば」「誓いのことば」

二十歳代表二十歳代表

東田　伯さん東田　伯さん

フォトスポットでも沢山写真を撮ってくださいました♪
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第５５第５５回回 東通村郷土芸能保存連合会発表会東通村郷土芸能保存連合会発表会

３. 鹿橋青年会３. 鹿橋青年会

２. 蒲野沢青年会２. 蒲野沢青年会

１. 老部敬神会１. 老部敬神会

６. 目名神楽会６. 目名神楽会

５. 入口青年会５. 入口青年会

４. 小田野沢神楽会４. 小田野沢神楽会

１０. 古野牛川敬神会１０. 古野牛川敬神会

９. 砂子又郷友会９. 砂子又郷友会

８. 大利敬神団８. 大利敬神団

７. 白糠勇清俱楽会７. 白糠勇清俱楽会１１. 尻労後援会１１. 尻労後援会越善和彦会長挨拶越善和彦会長挨拶

１
月
７
日
、
東
通
村
体
育

館
を
会
場
に
第
55
回
東
通
村

郷
土
芸
能
保
存
連
合
会
発

表
会
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
継
承
す
る

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「下
北
の
能
舞
」、
県
無
形
民

俗
文
化
財
の

「東
通
神
楽
」

と

「東
通
村
の
獅
子
舞
」
か

ら
、
11
団
体
が
郷
土
芸
能
を

披
露
し
ま
し
た
。

詰
め
か
け
た
観
客
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
継
続
的
な
活

動
を
行
い
、
継
承
し
て
い
る

団
体
へ
惜
し
み
な
い
拍
手
と

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
来
場
者
は
、
普
段
は

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

村
内
各
地
区
の
勇
壮
な
武
士

舞
や
、
優
美
か
つ
幽
玄
な
舞

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
雪
が
降
り
し
き

る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
４
年
ぶ
り
の
発
表
会

は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

※
掲
載
写
真
の
番
号
は
演
目

※
掲
載
写
真
の
番
号
は
演
目

順
と
同
じ

順
と
同
じ

鈴
木
鈴
木

三
番
三
番

拾
番
切

拾
番
切

巴
御
前

巴
御
前

権
現
舞

権
現
舞

拍
子
三
番
叟

拍
子
三
番
叟

ト
ラ
ト
ラ
のの口口

つつきき
ああ
げげ
三三
番番
叟叟

翁翁

鳥
舞
鳥
舞

平
獅
子

平
獅
子

さ
ん
さ
ん

ばば

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う
ば
ん
ば
ん

ぎ
り
ぎ
り

と
も
え

と
も
え

ごご

ぜ
ん
ぜ
ん

ご
ん
ご
ん

げ
ん
げ
ん

ま
い
ま
い

ひ
ょ
う
し

ひ
ょ
う
し

く
ち
く
ち

さ
ん
さ
ん

ばば

そ
う
そ
う

お
き
な

お
き
な

と
り
と
り

ま
い
ま
い

ひ
ら
ひ
ら

じじ

しし

す
ず
す
ず

さ
ん
さ
ん

きき

ばば

そ
う
そ
う

ハ
ッ
ハ
ッヤ

ッ
ヤ
ッ!!
!!

!!
!!
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「田植えもちつき踊り」は、小正月に婦人達が家々を訪れ、一年の豊作を祈願する行事です。田植

えの唄や口上の後に「もちつき踊り」や「手踊り」を披露します。今年は４年ぶりの開催となり、

訪れた家の方々は、嬉しそうに踊りに見入っていました。

今 も 語 り 継 が れ る 村 内 各 地 の お 正 月 ・小 正 月今 も 語 り 継 が れ る 村 内 各 地 の お 正 月 ・小 正 月
田植えもちつき踊り田植えもちつき踊り門打ち門打ち

じぇんこまきじぇんこまき

目　名目　名

蒲 野 沢蒲 野 沢

砂 子 又砂 子 又

大　利大　利 入　口入　口 石　持石　持

老　部老　部

上 田 屋上 田 屋

目　名目　名

老　部老　部

大　利大　利

上田代上田代

（目名では、 神社で目名神楽会が祈祷を行った後、 踊りに出ます）（目名では、 神社で目名神楽会が祈祷を行った後、 踊りに出ます）

「じぇんこまき」は、牛馬の神様とされる蒼前様に牛の健康や家内安全を祈願し、神棚で清められ

た縁起のよい小銭、米などを家の前で撒く小正月の伝統行事です。

以前は他の地区でもこの「じぇんこまき」が行われていましたが、現在まで続いているのは、こ

の上田代でのみとなっています。今年は４年ぶりの開催となり、大いに盛り上がりました。

門打ち（能舞、獅子舞、太神楽）は、正月に各地区の伝承

団体が、拍子をつけて歩きます。獅子頭を奉じて家々を回り、

玄関先で獅子頭を振り、家内安全・悪魔退散を祈って回るも

のです。

新型コロナウイルスが５類に移行したことで、活動を再開

できた団体もあったと思います。各地区で門打ちを見るとお

正月を感じるという方も多いのではないでしょうか。

※撮影・写真提供のあった地区のみ掲載※撮影・写真提供のあった地区のみ掲載

（今年は、 門打ちは行わず、（今年は、 門打ちは行わず、
神社にて祈祷舞のみ実施）神社にて祈祷舞のみ実施）
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け
さ
が
心
地
良
い

東
通
の
夜
。
砂
子

又
地
区
に
軽
快
な
太
鼓

と
鉦
（か
ね
）
の
音
が
響

き
渡
っ
た
。

砂
子
又
郷
友
会
・子
ど

も
会
が
合
同
で
砂
子
又

地
区
集
会
所
（ふ
れ
あ
い

の
館
）
を
会
場
に
、
地
区

の
お
正
月
を
彩
る
発
表

会
を
１
月
１
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

会
員
の
方
々
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
、
平
日
の
夜
・

休
日
に
た
く
さ
ん
打
ち

習
い
（練
習
）
を
行
い
ま

し
た
。

当
日
会
場
に
は
、
地
元

の
住
民
が
老
若
男
女
問

わ
ず
様
々
な
世
代
が
40

名
ほ
ど
集
ま
り
、
賑
や
か

に
会
話
や
酒
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
も
コ
ロ
ナ

禍
で
令
和
２
年
か
ら
開

催
を
見
送
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
在
、
10
名
の
会
員
で

構
成
さ
れ
て
い
る
砂
子

っ
て
い
る
の
が
面
白
い
で

す
し
、
集
落
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
演
目
な
ど
が
あ
り

多
彩
な
と
こ
ろ
が
、
能
舞

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」

村
の
郷
土
芸
能
を
後
世

村
の
郷
土
芸
能
を
後
世

に
残
し
て
い
く
た
め
に
必

に
残
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
？
か
？「今

後
、
伝
承
者
の
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
た

め
、
残
し
た
い
演
目
を
各

地
区
か
ら
選
定
し
、
村
独

自
で
後
継
者
を
確
保
（雇

用
）
し
、
各
集
落
か
ら
伝

承
い
た
だ
き
、
辛
東
通
村

の
能
舞
進
と
し
て
保
存

活
動
を
行
え
れ
ば
と
考

え
ま
す
」

子
ど
も
会
会
長
の
川
原

子
ど
も
会
会
長
の
川
原

田
雅
志
さ
ん
に
現
在
と

田
雅
志
さ
ん
に
現
在
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
聞

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

「現
在
、
砂
子
又
子
ど

も
会
に
は
、
女
子
10
名
、

男
子
４
名
の
計
14
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
婦
人

会
、
郷
友
会
の
方
々
が
、

子
ど
も
会
の
先
生
と
し

て
稽
古
を
し
て
く
れ
ま

す
の
で
、
出
来
る
限
り
の

こ
と
を
吸
収
出
来
る
様

な
機
会
を
作
っ
て
あ
げ

又
郷
友
会
。
昨
年
７
月
、

砂
子
又
郷
友
会
を
支
え

て
く
れ
て
い
た
会
員
が
若

く
し
て
亡
く
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
発
表
会
を
、

き
っ
と
ど
こ
か
で
見
て
く

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

郷
友
会
会
長
の
地
花
紀

郷
友
会
会
長
の
地
花
紀

人
さ
ん
に
現
在
と
今
後

人
さ
ん
に
現
在
と
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
聞
き
ま

の
活
動
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。

し
た
。

「現
在
は
、
未
来
の
伝

承
者
で
あ
る
子
ど
も
達

に
対
し
て
能
舞
へ
の
興

味
、
理
解
促
進
の
た
め
、

子
ど
も
会
と
連
携
し
て

伝
承
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
数

が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

お
互
い
を
カ
バ
ー
し
あ
え

る
様
、
会
員
個
人
の
出
来

る
こ
と
を
増
や
す
べ
く

日
々
練
習
し
て
い
ま
す
」

東
通
村
の
郷
土
芸
能
の

東
通
村
の
郷
土
芸
能
の

魅
力
は
何
で
す
か
？

魅
力
は
何
で
す
か
？

「村
に
は
た
く
さ
ん
の

集
落
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
伝
承
し
て
い
る
た
め
、

同
じ
演
目
で
も
若
干
違

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

見
る
・
触
れ
る
・
や
っ
て
み

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
で
す
」

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が

停
止
し
て
し
ま
い
、
ほ
と

ん
ど
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
短
い
期
間
で

し
た
が
、
真
剣
に
取
り
組

み
、
正
月
の
舞
台
に
立
て

た
事
は
、
と
て
も
立
派
で

誇
り
に
思
い
ま
す
。
親
御

さ
ん
も
、
地
域
の
み
な
さ

ん
も
晴
れ
姿
を
見
る
こ

と
が
出
来
て
、
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
み
ん
な
で
出
来
る
事

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
」

い
ま
全
国
的
に
も
、
人

口
減
少
や
若
者
の
流
出
に

よ
り
、
伝
統
芸
能
、
産
業

な
ど
の

『担
い
手
』
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

東
通
村
も
そ
の
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

何
に
お
い
て
も 

辛
次
世

代
へ
の
伝
承
進
が
簡
単
で

は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
ま
で
築
き

上
げ
て
き
た
伝
統
や
文

化
、
知
識
は

「つ
な
げ
た

い
」
と
い
う
思
い
が
、
人

と
人
を
繋
ぐ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

人
の
『心心
』
を
繋
ぐ
も
の
。

そ
れ
は
、
人
を
想
う
『
心心
』。

そ
れ
は
、地
域
を
愛
す
る
『心心
』。

そ
れ
は
、未
来
を
願
う
『心心
』。

そ

の

『心心
』
と

『
心心
』

が
ひ
と
つ
に
重
な
っ
た
と

き
、
新
た
な
変
化
が
起
こ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

砂

子

又

郷

友

会
・
子

ど

も

会

砂

子

又

郷

友

会
・
子

ど

も

会

特

集

特

集

１/１４１/１４
砂子又地区に伝わる小正月の伝砂子又地区に伝わる小正月の伝
統行事 『苗どり』 統行事 『苗どり』 
『苗をとーりましょ♪』『苗をとーりましょ♪』

静静

特集　砂子又郷友会・子ども会特集　砂子又郷友会・子ども会特集　砂子又郷友会・子ども会特集　砂子又郷友会・子ども会
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一般社団法人東通村産業振興公社 会計年度任用職員（臨時職員・パート職員）募集要項一般社団法人東通村産業振興公社 会計年度任用職員（臨時職員・パート職員）募集要項

11 採用予定年月日採用予定年月日
令和6年4月1日

22 試験日時及び試験場所試験日時及び試験場所
日　時 ： 令和6年2月27日（火）10時～12時
場　所 ： 東通村野牛川レストハウス　
内　容 ： 面接試験、適性検査

３３ 勤務場所、募集人員、職種及び資格等勤務場所、募集人員、職種及び資格等
① 肥育牛飼育管理業務

業務内容 肥育牛飼育管理、放牧牛看視、施設管理業務

給 料 東通村産業振興公社の規定により支給　　　※通勤手当支給有

勤務日数 月／20日程度（土、日曜日、祝日勤務有り）

勤務時間 8時15分～17時まで（1年間）

募集定員 　男・女性各1名(臨時職員) 賃 金 日額7，200円以上

勤 務 地 村営第2牧場

応募資格
18歳以上65歳までの村民である方（令和6年4月1日現在）
普通自動車免許取得者、大型特殊免許取得者（優遇）、大型自動車免許取得者（優遇）、牛飼養管理経験者（優遇）

② 放牧牛看視業務
業務内容 放牧牛看視、草地管理、施設管理業務

給 料 東通村産業振興公社の規定により支給

勤務日数 月／12～21日程度（土、日曜日、祝日勤務有り）

勤務時間 8時15分～17時まで（5月～10月）

募集定員
① 男性1名(臨時職員)
② 男性1名（パート職員）

賃 金 日額7，200円以上

勤 務 地 村営砂子又牧場

応募資格
18歳以上65歳までの村民である方（令和6年4月1日現在）
普通自動車免許取得者、牛飼養管理経験者（優遇）

③ 加工センター業務
業務内容 精肉加工、農畜産物等商品製造、施設管理業務

給 料 東通村産業振興公社の規定により支給　　※通勤手当、期末手当支給有

勤務日数 月／21日程度（土、日曜日、祝日勤務有り）

勤務時間 8時15分～17時まで（1年間）

募集定員 2名(臨時職員) 賃 金 月額159,200円以上

勤 務 地 東通村農産物加工センター（旧北部中学校グラウンド）

応募資格
18歳以上65歳までの村民である方（令和6年4月1日現在）
普通自動車免許取得者、経験者（優遇）

④ 野牛川レストハウス業務
業務内容 販売、商品製造、施設管理業務

給 料 東通村産業振興公社の規定により支給

勤務日数 月／12日～18日程度（土、日曜日、祝日勤務有り）

勤務時間 8時45分～16時45分まで（1年間）

募集定員 女性　5名（パート職員） 賃 金 時給900円以上

勤 務 地 東通村野牛川レストハウス

応募資格
18歳以上65歳までの村民である方（令和6年4月1日現在）
普通自動車免許取得者、経理事務経験者（優遇）

44 応募方法等（出願書類）応募方法等（出願書類）
次の書類について、下記まで提出してください。なお、提出書類を郵送する場合は、封筒に「受
験申込書在中」と朱書きしてください。

（１） 提出書類 ： 履歴書（市販の履歴書で可）、（郵送可）
※上記業務の①～④希望業務を明記し、提出して下さい。
※自筆で記入し、顔写真を貼付して下さい。

（２） 受付場所 ： 一般社団法人東通村産業振興公社　事務所（村営第2牧場敷地内）

55 願書受付期間願書受付期間　　　： 令和6年2月15日（木）
受付時間は、8：３0から17：00まで　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
※郵送にて提出の場合は、２月１５日（木）必着有効２月１５日（木）必着有効とします。

＜申込み・問合せ先＞＜申込み・問合せ先＞　〒０３５−０１０３　東通村大字野牛字野牛川６１－６
一般社団法人東通村産業振興公社　　☎０１７５－４７－２１１５　（担当：今井・畑中）



第70３号　　広報ひがしどおり　　（12）（1３）　　広報ひがしどおり　　第70３号



第70３号　　広報ひがしどおり　　（14）（15）　　広報ひがしどおり　　第70３号



第70３号　　広報ひがしどおり　　（16）（17）　　広報ひがしどおり　　第70３号

屋根の雪下ろしや除雪には十分ご注意を！屋根の雪下ろしや除雪には十分ご注意を！

除雪作業中の事故を防止するため、「周囲の安全確認」 「落雪・転落に気を付ける」 「無理はしない」

を合言葉に、十分注意して除雪作業を行いましょう。

◯周囲の安全確認！◯周囲の安全確認！

周囲の安全を確認しながら作業し、道路横断の際は特に注意しましょう。

◯落雪に注意！◯落雪に注意！

屋根の下での除雪は屋根からの落雪に気を付けましょう。

◯水路等の転落に注意！◯水路等の転落に注意！

危険な場所を確認してから作業しましょう。

◯屋根の雪下ろしは特に注意！◯屋根の雪下ろしは特に注意！

屋根の上はとても滑りやすいので、雪下ろし作業は注意しながら行いましょう。

◯除雪機の事故に注意！◯除雪機の事故に注意！

周囲の安全を確認しながら作業し、雪詰まりを取り除くときは必ずエンジンを停止してから

取り除きましょう。

◯体調管理に注意！◯体調管理に注意！

無理をせず、こまめに休憩を取りましょう。

～住宅用火災警報器を設置しましょう～

一般住宅の設置は義務化されていますので、まだ設置されていない方

は設置しましょう。

また、すでに設置されている住宅用火災警報器についても、１０年を目

安に交換をおすすめします。

2月の夜間納税相談・納付窓口開設のご案内2月の夜間納税相談・納付窓口開設のご案内
下記の日程で夜間の納税相談・納付窓口を開設いたします。
仕事などで日中に税金の納付や相談が難しい方は、ぜひご利用ください。

〇納税相談・納付窓口 東通村役場　税務課　　※庁舎正面玄関からお入りください
〇日　　時 令和6年2月　5日（月）　　　17：00～20：00
 令和6年2月19日（月）　　　17：00～20：00
〇問合せ先 東通村税務課　税務グループ　　☎３３－21３4（代表）

※納税相談や、納付連絡のない滞納者については、差押え・公売等の滞納整理や税金の徴収を専門に行
う「青森県市町村税滞納整理機構」へ移管する場合がありますので、適正な納税をお願いいたします。

除雪機を貸し出しいたします除雪機を貸し出しいたします
村では、ご高齢の方や公共事業施設等の除雪に役立てていただくために、要望に応じて部落会等へ、

除雪機の貸し出しを行っております。（※個人に対する貸し出しは行っておりません
のでご注意ください。）

【貸し出し期間】【貸し出し期間】　1回の貸し出しにつき5日以内

【使用の条件】【使用の条件】  
使用料は無料。ただし、燃料は満タンの状態で貸し出しいたしますので、使用した分は使用者が補

充し、満タンにしたうえで返還してください。使用者は運搬等に必要な軽トラック等を準備してくだ
さい。使用に際し、自責他責を問わず事故あるいはケガを負った場合、その責は使用者が負います。

※詳しくは、村ＨＰ または 企画課（電話３３－226３）へお問い合わせください。
ＨＰ　東通村トップページ ➡ 行政・まちづくり ➡ 政策・まちづくり ➡ 除雪機の貸し出しついて

http://www.vill.higashidoori.lg.jp/keiki/page000134.html

水に溶けない繊維素材、生活残飯、海草類、頭髪、プラスチック片等は下水へ流さな

いようお願いします。

・ 水洗トイレでは、 トイレットペーパー以外は流さないようご協力下さい。

・ 生活残飯及び使用済食用油、 頭髪等は、 燃えるゴミとして処分してください。

下水道へ加入されていない皆様へ下水道へ加入されていない皆様へ

下水道供用開始地区において、 まだ加入されていないご家庭は、 加入促進にご協力頂きますようよ

ろしくお願いします。

問合せ先　：　東通村上下水道課　下水道グループ　℡０１７５－３３－２３５２（内線４５６～４５７）

上下水道課　下水道グループからのおしらせ上下水道課　下水道グループからのおしらせ

採水年月日 採水場所 検査判定

令和5年12月７日 岩屋浄水場 水質基準に適合

令和5年12月７日 野牛浄水場 水質基準に適合

令和5年12月７日 大平滝浄水場 水質基準に適合

水質検査結果のお知らせ水質検査結果のお知らせ
令和５年12月７日に実施した水道水水質検査結果は下表のとおりです。

検査依頼先 ： （一財)青森県薬剤師会 食と水の検査センター

定期検査のほか、毎日各浄水場の水質検
査を行い、安全で良質の水を供給できるよ
う維持管理しております。水質検査に関す
るご質問やご意見は上下水道課（上水道グ
ループ）までご連絡ください。

☎３３-2３52

《東通消防署からのお知らせ》
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広報ひがしどおり令和６年新年号（７０２号）【Ｐ10、12、14、16、18、20、22、24、26】の号数に

誤りがありました。

下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます。申し訳ございませんでした。

※なお、１月４日に村ホームページに掲載した記事は修正を行っております。

訂正前訂正前　　◆　第７０１号　　　　　　　　　訂正後訂正後　　◆　第７０２号
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○原子力災害時には、こども園、小学校、中学校では、

児童、生徒等の保護者への受け渡しを実施します。

○保護者への受け渡しができなかった児童、生徒等は、

東通中学校（屋内運動場）に屋内退避します。

○また、その際に避難指示があった場合は、学校等からバスに

より青森市へ避難し、避難所で保護者へ受け渡しをします。

原子力防災対策について（その９）

〈問合せ先〉原子力対策課　

☎（直通）３３－2268　　【ＨＰ】「東通村と原子力」

　　　　　　　　　　　　　　 （http://www.atom-higashidoori.jp/）

◆教育施設の避難◆

今年で２０周年を迎える「東通村と都市部との交流事業」は、電気の生産地と消費地の相互理解を目的

としたことがはじまりでした。

東京都北区立浮間小学校と東通★東風塾との繋がりからはじまったこの事業は、お互いの小学生が中

心となり、それぞれの地域を理解・情報発信しながら交流の輪を広げてきました。現在では、小学校同士

のリモート交流や、浮間中学校の第一次産業職場体験の受け入れのほか、修学旅行での特産品等のPR活

動、東京都北区民まつりへの出店など多岐にわたって連携しています。

今回は東通小学校５学年の児童が、浮間小学校を訪問し、東通村の紹介やお互いの交流を深めました。

はじめての東京にどきどきしながらも、立派に自己紹介とPRを成し遂げていました。

今月の　『ひがしどおり小話』今月の　『ひがしどおり小話』 No.1１　今年で交流２０周年！No.1１　今年で交流２０周年！
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授与開始を喜ぶ氏子総代 お守り札 破魔矢（はまや）

全国社会福祉大会で表彰を受ける杉本氏㊨

助成事業で整備した除雪機の試運転 （桑原部落会）

サンタさんと記念撮影後ハイタッチをする園児たち 受賞を報告した相内氏㊨と畑中村長㊧

撤饌（てっせん）

受賞の報告をする杉本氏㊨と畑中稔朗村長㊧
鍵懸神社・深山神社で年の瀬に初めてお守り札の授与開始鍵懸神社・深山神社で年の瀬に初めてお守り札の授与開始

小田野沢地区にある鍵懸神社・深山神社では、毎年大晦日に破魔矢（はまや）を授与しておりま

したが、今回初の試みとして、お守り札と撤饌（てっせん）の授与も開始しました。

撤饌とは、神様へお供えしたものを下げて自分たちで食べるもののことを言い、神社からの頂き

ものとして、大変ご利益があり、それを食すことで健康を保つなど、日常生活とも非常に深い関わ

りのあるものです。

お守り札等の授与について地区総代の川村哲也氏は「参拝に来られた方に“ご利益がありますよ

うに”という思いを込めておりますので、皆さまが幸せな1年を過ごすことができれば」と話しま

した。

杉本輝喜民生委員児童委員 杉本 輝喜氏に厚生労働大臣表彰　杉本輝喜民生委員児童委員 杉本 輝喜氏に厚生労働大臣表彰　

１１月１５日、 東京都浅草公会堂で開催された令和５年度全国社会福祉大会において、 杉本輝喜民

生委員児童委員 （石持） が、 厚生労働大臣表彰を受賞いたしました。

今回の式典においては、 全国約３００人の民生委員児童委員を代表し、 壇上にて表彰状を受領する

という栄誉もいただきました。

平成１３年から民生委員児童委員を務め、 長年にわたり地域福祉の推進に尽力した功績が認められ

たものです。

これからも地域の福祉向上のためご尽力下さい。

『東通Jr.バレーボールクラブ』が大会に出場しました！『東通Jr.バレーボールクラブ』が大会に出場しました！
～第３６回むつ下北小学生バレーボール５年生大会～～第３６回むつ下北小学生バレーボール５年生大会～

１月１３日にむつ市マエダアリーナで行われた 『第

３６回むつ下北小学生バレーボール５年生大会』

に出場しました。 選手同士で互いに声を掛け合

い、 チーム一丸となって戦うことができました。

決勝戦では惜しくも敗れてしまいましたが、 見事

準優勝準優勝に輝きました！

４月に弘前市で開催されるABA杯 （県大会）

に向け、 寒さに負けず練習を重ねていきます！

▼試合の結果

予　選 東通Jr.VBC　ＶＳ　風間浦VBC ２ - ０
予　選 東通Jr.VBC　VS　苫生VBC ２ - ０
決　勝 東通Jr.VBC　VS　苫生VBCライズ ０ - ２

令和5年度コミュニティ助成事業で整備し令和5年度コミュニティ助成事業で整備し
ました！ました！

（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢

献事業として、宝くじの受託事業収入を財源にコ

ミュニティ助成事業を行っています。

今年度は以下３団体が、地域活動の発展を図り、

本助成事業を活用して備品を整備しました。

こども園ひがしどおりクリスマス会こども園ひがしどおりクリスマス会
～東通村商工会青年部～～東通村商工会青年部～

令和５年１２月２２日、 こども園ひがしどおりの

クリスマス会が開催されました。

ゲームなどのレクリエーションを楽しんだ後、

サンタクロースが登場。 歓声の中迎えられ、 入場

しました。

園児から 「サンタさんはどうやってお家に入っ

てるの？」、 「サンタさんはどうやってプレゼント

を準備しているの？」 などの可愛らしい質問に

対し優しく答えた後、 一人一人にプレゼントの贈

呈とクラス毎の写真撮影を行いました。

このサンタクロースイベントは、 東通村商工会

青年部の事業として部員が行っており、 今回で７

回目となります。

～ 団員募集 ～～ 団員募集 ～

興味のある方はク

ラブのLINEまた

は Instagram へ

ご連絡ください！

※見学も可能です

援護事業功労者の厚生労働大臣表彰援護事業功労者の厚生労働大臣表彰
受賞報告受賞報告

相内正幸氏 （老部）、 佐藤榮子氏 （稲崎平）

が令和５年度援護事業功労者の厚生労働大臣表

彰を受賞されました。

相内氏は１２月２７日に役場庁舎で畑中稔朗村

長に対し、 受賞を報告しました。

おふたりは東通村遺族会会長を歴任され、 遺

族会の運営 ・ 活動に尽力されました。 また、 青

森県遺族連合会理事 （相内氏）、 青森県遺族連

合会女性部部長 （佐藤氏） も務められ、 県遺族

連合会の事業にも積極的に参加し貢献されまし

た。 今回、 多年にわたり援護事業に貢献された

功績が認められ受賞となりました。

Village　Event　～村のできごと～ Village　Event　～村のできごと～

○小田野沢部落会 「除雪機等整備」

○桑原部落会 「除雪機等整備」

○入口部落会 「獅子舞衣装整備」
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コロナが５類に引き下げになってから
初めてのお正月を迎えましたね♪

私は、１月１日に今号で取り上げた特集記事の取
材で砂子又地区集会所にお邪魔しました。

以前、他の地区の舞も見させていただきましたが、
やはりそれぞれ地区によって若干の違いがあり、大
変楽しく拝見させていただきました。

また、１月７日には保存連合会の発表会があり、
撮影に行ったにも関わらず、一人で勝手に盛り上が
っていました(笑)

小正月の田植えもちつき踊り・じぇんこまきなど、
東通村の伝統と歴史に沢山触れることが出来た１
月でした。

忘れてはいけない、二十歳の集い！今年はフォト
スポットもグレードアップ！皆さん楽しんでくれまし
たか？

素敵な時間をありがとうございました！

編 集 後 記

須

【掲載内容掲載内容】以下のとおりです。

① お子様の写真（兄弟等で誕生月が一緒の場合は２ショットでも可）

② お子様の名前(読みがな)・生年月日・年齢・第何子か(１歳～６歳の未就学児)

③ お子様への一言メッセージ　④ 親御さんのお名前　⑤ お住いの地区

【応募方法応募方法】 メールもしくは直接お持ちいただいても構いません！

３月生まれのお子様を大募集！

※応募数によって各号で写真の大きさが変わる可能性がございますことをご了承ください。

掲載時の年齢はお誕生日を迎える満年齢となっています。

◆問合せ・応募先◆問合せ・応募先

東通村総務課総務Ｇ　広報係　☎ ０１７５-３３-２２０８　（内線２７３）東通村総務課総務Ｇ　広報係　☎ ０１７５-３３-２２０８　（内線２７３）

死 kouhou@vill.higashidoori.lg.jpもしくはsoumu@vill.higashidoori.lg.jpへお願いします。kouhou@vill.higashidoori.lg.jpもしくはsoumu@vill.higashidoori.lg.jpへお願いします。

３月生まれのお３月生まれのお

子さまは、２月子さまは、２月

15日までにご応15日までにご応

募ください♪募ください♪

６歳のお誕生日を迎えるお子様までを掲載の対象としております！６歳のお誕生日を迎えるお子様までを掲載の対象としております！

久
く

保
ぼ

沢
さわ

　奏
かな

太
た

くん（４歳）

【砂子又】　

啓人さんの長男

♪わが子へメッセージ♪

『いつも元気いっぱいのか
ーくん♪４歳のお誕生日
おめでとう❤
これからもすくすく育って
ね！』

遠
えんどう

藤　恭
きょうすけ

介くん（１歳）

【砂子又】　

駿さんの次男

♪わが子へメッセージ♪

『お誕生日おめでとう！

これからも元気に育って

ね！』

猪
いの

股
また

　之
ゆき

春
はる

くん （３歳）

【蒲野沢】　

史宜さんの長男

♪わが子へメッセージ♪

『３歳のお誕生日おめで

とう！！これからも元気

にすくすくそだってね♪』

鈴
すず

木
き

　羚
れ

央
お

くん（１歳）
【石蕨平】　
優太さんの三男

♪わが子へメッセージ♪
『1歳のお誕生日おめでと
う！たくさん食べて、たく
さん遊んでお兄ちゃん達に
負けないくらい元気に育っ
てね♪』

自慢の○○を募集しております！
『広報ひがしどおり』に、自慢の○○を掲載しませんか？
飼っている自慢のペットや自慢の場所など、様々な内容のものを

掲載するコーナーです！
下記の必要事項を電話やメールで、東通村広報係までご連絡ください。

①自慢（紹介）したい内容　②応募者のお名前　
③ご住所　④電話番号　⑤取材可能日

ジャンルは問いません！個人に限らず団体様もＯＫ！
お気軽にご連絡下さい♪

◆問合せ・申込先◆問合せ・申込先
東通村　総務課総務Ｇ  広報係
☎０ １ ７ ５ - ２ ７ - ２ １ １ １ 　 （ 内 線 ２ ７ ３ ）
☎０ １ ７ ５ - ３ ３ - ２ ２ ０ ８ 　 （ 直 通 ）
糸soumu@vill.higashidoori.lg.jp


